
ペルシア語の後置講raについて

宮 田 泰 雄

序

　現代ペルシア語において，小辞一ra（以下単にra）は唯一の後置詞であって，その

主な機能は限定された対格国的語の表示とされている。またこの小辞は，古くは種々の

与格的表現にも用いられていたsこのようにraは一般に対格・与格表示機能を有する

ものとされているが，この小辞を詳細に検討してみると，従来のような「格表示」説で

は，十分に説明しがたい実例に数多く接するのである。

　そこで，本論文では，この小辞に潜む特性をとらえ，その本質約機能がいかなるもの

であるかを，「格表示」説とは異なる角度から究明してゆきたいと思う。
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　近世ペルシア語最古の散文俘儲の一とされているBa1“amiの歴吏書（A．D．964）を

はじめとして，それ以後の古典作贔を通じ，現代語に至るまで，raは，与格的表現に

おけるよりも対格語とともに用いられるほうが，はるかに多い。ただそのような対格優

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴレスタ　ン
勢のなかにあって，Sa“dl（A．D．1184？一1291）の手になる代表的古典窪蕎薇園』では，

逆にraの与格的用例が対格のそれを，わずかながら凌駕している1）。窪ゴレスターソ』

では，鍛を与格的表現に，より多く用いているぽかりでなく，その使用例は他の文学

作昂に比して，きわめて多彩でもある。そこで，まずこの『ゴレスターソ』における種

々の与格構女に詳細な検討を加えてみようっ

　　　　　　　　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　場：

　〔1〕raが与格として最も多く登場するのはく一ra～bitdan＞「一には～

がある」で，動詞bgdan‘to　be’とともに用いられ，「所有」をあらわす構文である。
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ペルシア語の後．置詞一r護について

（1）yaki一矯az　vozarat　pesari　koudan　bad．2）（Go玉．、｛1－13））「ある大臣に愚かな、曹、

子がいたQj　　この構文で，動詞bttdanの主語に動名詞（verbai　noun）が来ると，

raによって示される語句がその意味上の主語になることはいうまでもない。　（2）kasi－

7層δdar　zam農n－e　a　ba　C　emkan－e　moq義vema£na－b銭d．（Goi．1　一27）「当時，誰に

も彼に対抗する可能性がなかった一・誰も彼に対抗することができなかった。」　　（3）．

vazir－r4　ba　vel　garazi　btld．（Go1．王）「大臣には彼に対’する恨みがあった一一・大臣

は彼に恨みを懐いていた。」

　〔fl　）　〈　　ra　A　B　badan＞「　　には，にとってAはBである。」　（4）hUran－e

behe醐ザδd登zax　bitd　e“raf．（Go1．1－7）「天女には，煉獄も地獄だった。」　（5）

§ahan訟h－eで琶de1一痂ra“iyat　lagkar　ast．（Gol．1－6）「正義の王にとって民草は軍隊

である。」

　〔璽〕現代ペルシア語では，前置詞be（時にはb2，　bar，　etc．）を要求する動講と

ともに。とりわけ，goftan「言う」；（姦dan，　baxgldan「与える」；さらにはporsldan4）’

ヂ尋ねる」；tivardan「もたらす」；of懐dan「ふりかかる」等の動調の与格としてra

が用いられている。　（6）Haritn　arkゑn－e　doulat一矯goft．（Gol．　D「バール・…ンは．

i鶏家の柱石の臣たちに由った。」　（7）ma一短pandi　be－deh．（Go1．1－28）ギ私に忠、

言を〈一下さい〉！」　（8）pedar－2層δaz　in　h翫agahi　d護dand．（Go1．王一3）「：父にこ

の有様を知らせた。」　　岡一文申に，対格，与格の両方が来る場倉，最後の工列の如く，．

与格をraによって示し，対格にはraを付加しない◎あるいは，対格にraが付加さ

れるときは，与格は前緩詞be等によって表田される。つまり，岡一節（文）内で，

与。対格1両方に鍛が同時に用いられることはない。　　（9）bozorgi一毎porsidam　az
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たいじん
sirat－e　exx・an－e　safa．（Gol．　fl　一44）「大人にく清浄の兄弟〉の性質について私は尋ね

た。」　（10）yaki4δaz　mol負k　kanizaki　6ini護vardand．（Gol．1　一40）「ある王に

支那の少女が贈られた。」　（11）bazargan．i．一r4　hazar　dinar　xasErat　oftad．（GoL　W

－2）「ある商人に千ディナールの損失がふりかかった。」　　　その他，第一章「王者の

行状」では，次のような勤詞とともにraが用いられている：pasandidan「の気に入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くだ
る」；xabar　kardan，　ecram　kardan「知らせる」；mosallam§odan「降る，服従す

る」；ma“1負m§odan「知られる。」

　一般にraと前置講beとは相互交替可能ではあるが，場所を示す与格にはraは用

いないとされている。次の二例では一見raが処格（10cative）的に用いられているか

のようであるが，実はそうではない。　（12）dar－e　mlr　o　vazlr　o　so1£鋤一短bi　vasilat
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ペルシア語の後縫詞一癒について

m■c－gard　plraman．（Go1．　D「貴族，宰相，王侯の門辺に紹介状を持たずに俘むな。」

一これについては53頁で詳論したい。　　（13）　zar∀σ　さitn　rasid　vaqt．e　derou

（Go1．、ll－5）「畑に収穫の時が来ると，……」は，むしろ「畑は，収穫iの時が来ると，

…… vであって，zar《一短は処格的ではない。

　ただし，比喩酌な蓑現として，次の項に見るように，動詞amadanの主語が特に感

温をあらわす語であるとき，与格として癒が燭いられる。すなわち，

　〔W〕＜一ra～護madaR＞「一に～が来る一一・一は～になる，する。」

（14）ma玉ek’短“alab（xagm，　tabassom，　rahmat，　etc．）amad．（いずれもGol．　D

「王は驚いた（立腹した，ほほえんだ，憐れんだ，etc．）。」

　，〔V〕　中期ペルシア語で用いられる「～のために」の意味にraが使用された例

はきわめて少ない5）。　（15）N磁糠avan－e　tadel一厩dar話ekEr　g盃hi　seid　kabab

kardand……（Go1．　D「狩りで，正義のヌーーシン・ラワーソのために獲物を焼肉にす

る際に・・…・」

　〔鴨　非人称構文の意味上の主語として一この場面のパターンは　〈一癒　～

隠yest飽＞r一にとって～が必要である」か，〈一ra～Jqayestan＞「一

には～がふさわしい」である。　（16）pade甑h一短karm　bayad．（Gol．王一6）「国

王には寛大さが必要である。」　（17）ζalem一矯na一§ayad　ke　safahat　az【ami　be－he1m

dar　gozaraRad．（GoL瓢一50）「智最たるものは愚春の愚かさをおとなしく見のがす

べきでない。」　（18）ma．rd　xeradmandl　kafi　b醇a6　ke£adbir．e　mamlekat．rdi　be．

gayad．（Go1。　D「我々には，国家を管理するにふさわしい賢島が大いに必要である。」

　　　　　　　　　　　　‡　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　寧

　以上，　賦ゴレスターン詣における，種々のra構交を見てきたが，今一つ，塩の用例

として弓懸したいものがある。例えばGo1．1－40にみえる次の如き文におけるraの

解釈のしかたである。　　（玉9）　te瓢e一漉　del　na－xahad　ab－e　zorgi／nim－xord－e

　　　　　　　　　　　　　　　　しみず
clandan－e　gandide．「温湯だとて，清水でさえ欲しはしない。臭いllで飲みかけのもの

なら。」

　H．5ensenは「我々が属格構：文を用いるところに，ペルシア語では，しぼしぽ与格

が来る」と欝って，この：文の前半部を引罵しdas　Herz　des　Durstigen　begehrt　nicht

klares　Wasserと訳している6）。もちろん，意味上からはそのように解することになん

ら異論はないが，書き手の気持からすれぽ，この場合，raはtegne「渇悲」を主題的

に強調せんがために女頭に繊したものと解釈すべきであろう。その理由はこうである。
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ペルシア語の後置詞一癒について

〈delヂ心，意向」xastan＞は「欲する」の意味に，複合動詞的に用いられる。例えば

（man）de1・am　mi－x盃had（ke）anj巖　be．ravam．はIwant　to　go　there．（lit．

My　mind　wishes　to　go　there．）であるから，　te§ne一毎del　na－xahad・・…’は，　tegne

del－a§na－xahad……（一a9はhisにあたる接尾代名詞）としても，文の綾には変りが

ないといえよう。動詞na－xをhadの文法上の主語はdei（一a9）であり，　te§neはいわば

心理的主語である。　そして問題のraはこの心理的主語を強調せんがために用いられ

ているものと解釈すべきではなかろうか◎以下，これに類するraの表現を『ゴレスタ

ーソ』に求めて，raの本質的な性格を探って＠くこととしょう。（20）yaki一毎del　az

dast　rafte　bttd　va　tark・e　jAn　karde．（Go1．　V－4）rある人が失望して，生きる望

みを失った。」　　この女でyaki「ある人」を特に取り立てて言わないのなら，属格

撲｝係にして，de1－e　ya痘az　dast　rafte　bSd……となろう。　（21）tav5ngari　naj三i一

短pesa「i　ranjar　bttd．（GoL　W－7）「ある吝齎な金持ちの慰子が病気になった。fo

癒　の機能を考慮して訳目すれぽ，「ある裕福な吝旛漢は，〈その〉恩子が病気になっ

た◎」となる。　（22）yak1ザ4　zani　saheblam烈一e　javan　dar　goza獣。（GoL　V－15）

「ある入の若くて美しい妻が死んだ，ある人が若くて美しい妻に死なれた。」　　（23）

hame　kas一プδdandAn　be・torSi　kond蓉avad，　magar　q議ziyan一プδke　be－9irlni．　（Go1．

礪一89）　「すべての人は歯が酸によってもろくなるが，法官らはく歯が〉甘味によっ

てくもろくなる〉。！　（24）1磁tah－nazar麟一漉bedin　tellat　zab盃n－e　ta“n　der5z

gardad．（Gol．　colophon）「浅慮の士は，それ故に皮肉の舌が長くなるのであろう。」

（25）to－r4　mo甑hafe　6and　ast．（Gol。　IV　一i4）「あなたは，月給いくらですか。ゴ

　関係詞節を伴う同様なraの用例では：　（26）to一毎ke　xane　nay三n－ast　bazi　na

　　　　　　　　　　　　そなた
：in－ast．（Go1。顎一13）「其方は，家が麓で出来ているから，そんなことはくそなたの〉

遊びではあるまい。」　（27）£o・rδke　dast　be－larzad　gohar　6e　daRi　soft．（Goi．　W

－9）「手が震えている汝がだ，どうして真珠を貫くことができようか。」

　これまであげた例文（19）～（27）を検詞tてみると，H．　Jensenの指摘している如

く，raが付加された語と次に来る語とは，意味上，属格関係にあることがわかる。今，

（23）の前半部を例にとって考えてみるに，（A）hame　kas一短dan面n　be－tor§l　kond

gavad．なる文をエザーフェ（一e：英語のofに相当）を用いて属格構文で表出すると，

1（B）dand2n－e　hame　kas　be－torgi　kond　gavad．となる。では，このA，　B両文の間

には，どのような差異が認められるのか。49－50頁に既述したことは，この両交にも適
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ペルシア語の後農面一癒について

用することができる。（B）の属格関係，（被修飾語dandan）一（修飾語hame　kas），

の語順を逆にして，修飾語をraによって文頭に出した（A）の構文には，　hame　kasを

主題として先ず大きく提示しようとする書き手の心理が窺われる。従って，この呪文の

ニュアンスを考慮して臼本語に訳糊するなら，偽）は「すべての入は歯が酸でもろくな

る」であり，（B）は「すべての人の歯は酸でもろくなる」となろう。

　さて，㈹における癒の機能を考えてみるに，この小辞は，β本語の「は」（係助詞）

と同様，主題提示の役目を担っていることは明らかである。

　　　　　　hame　kas・短　　dand銭n’be－torきi　kond　gavad

　　　　　すべての　人は　　歯が　　　酸で　　もろく　なる

この日本語は，いわゆる「二重主語構文」である。この特殊な構文の特徴として，交頭

位を占める主題部を除去しても完全な文として成立し得ることが指摘されるが，この点

においても両言語は一致している。このような，颪によるペルシア語の構文に対して

も，二重主語購交なる呼称は適切を欠くとはいえないであろうη。

　ところで，（A）のhame　kas一緬dandAnに対して，（B）のdan砿n－e　hame　kasは

文の成分から見て，　主語にあたるわけであるが，このように属格関係の語群（Ezafe・

cluster）が女の主認になっている場合，　語によってその修飾部を主題的に文頭に掲

　　　　　　り　　　の
げると，二重主論；i勺構文が嘗回することになる。それゆえに，　（19）～（27）の：文も多か

れ少なかれ，二重主語構女の性格を帯びているということができる。

　因みに，二重主語構文といえぽ，このようにraによって主題を文頭に掲げる構文の

ほかに，pedar　git§一ag　sangin　ast．　F父は耳が遠：い。」のように，二個の主語を並置さ

せ，第一主語を文頭に，そしてそれを受けた接尾代名詞（ここでは一a9）をもつ第二主

認を直後に配した構文もあり，これも一種の二重主語構文と書えるであろう8）。この文

を属格関係にして，g鵬一e　pedar　sang語ast．「父の耳は遠い。」とも言い得るが，この

両交の差異はすでに述べたことからも明らかであろう。

　このような二重主語構文を特色づけている基本的素因は，二つの主題（主語）の聞に

属格関係＝所有関係，または包摂関係＝「全体」と「部分」の関係，が成立することを前

提条件とすれぽ，主題となる語を聞き手にまず最初に魂呼するのにどうしても必要な文

　　　　り　　　　
頭という位置に存するのではないか。話看の，聞き手に対する主題提示への気持の先走

りが文頭に第一主語を置かしめる外囲となっていると考える。それゆえに，文頭の主

題要素に付く後置詞（助詞）のraや「は」は副次的機能を担っているにすぎない。　ra

や「は」は文頭の要素が主題であることを，より明確にする手段である。従って，
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ペルシア語の後置詞一肩について

pedar＃gU9－ag　sangln　ast．のようにpedarとg臨の間に後置詞餉なものが必ずしも

　　　　　　　　　　　　　ボ　ズ
来なくてもよいわけである。「休止」が癒や「は」に代って機能していると考えられ

るのである。（28）xoraki＃6e　peida　mi－9avad．（ジソガフォン会話テキスト）「たべも

のは粥がありますか。」一この文を助詞を用いず，「たべもの，掲ありますか」と書っ

ても，そこに二重主語的性格を窺うことができる。これを，語順を逆にして，6e　xaraki

…… uどんなたべものが……」とすれば，二重主語構文としての提示酌機能が失われる

であろう。

　ところで，このような主題となる語は必ずしも文の主語であるとは限らない。例えば，

（29）ξaza　6e　be－x　oram　？（リンガフォンテキスト）「食事は，侮をたべようかな。」に

おいては，文頭の9a頒「食事」はbe－xoram　？‘shall　I　eat　？，の融勺語になってい

る。この文のように単語を孤立的に並べるだけでも文頭位を占める語には，主題語とし

ての性格を感じとることができる。

　近世ペルシア語は，この文のように孤立語酌性格を持った書語であるが，孤立語とし

ての古典中麟語（漢文）についても同様なことが指摘される。例えば，青取之於甲骨青

於藍（荷子），　における文頭の「青」は主題語（文の澤的語になっているが）であるQ

　　　　　　　　　　　　お従って，調読の際に，（育ハ之ヲ藍ヨリ取りテ……）の如く，助詞「は」を用いることに

よって，「青」が主題語であることを表出しているが，原文には，「は」にあたる助詞がな

いことはいうまでもない。文頭位が「は」の機能をはたしているといえる。

　さて，蕗に戻るが，この小辞は，あたかも日本語の係助詞「は」と岡様，文頭に立つ

主題語を明確にしていることを，今まで見てきた。そして，属格関係の語群（Ezafe－

cluster）が文の主語となっているとき，その修飾部をraを用いて文頭に主題的に提示

すると，二重主語講交になることは，すでに51頁に指摘したが，このEzafe－cluster

が交の目的語になっている場合にも，raによってその修飾部を女頭に，霊三三，強調

的に掲げることができるのである。例えば，（30）〈be・dast　avardan－e　dony5　honar

nist．〉／yaki．r4，　gar　tav蚕ni，　del　be．dast　ar．（Gol。　W－11）「〈この世を手中に納め

ることはすぐれた技ではない，〉もし汝出来ることなら，一人を，その心をく吟一人の

心をぽ〉とらえ給え。」一属格関係によって，この交を書きかえると，　（30）「de1－e

yaki一骨，9ar　tavani，　be－dast　ar．となる。しかし，（30）の如く，yaki一転とyaklドー一一

人」にraを付けて，文頭に掲げているのは，書き手が，　de王よりも，　yakiをまず聞

き手に注目させんがためであろう。この構文は二量主語交に対麗した，いわぽ「二重目

的構文」である。　『ゴレスターソ盤では，このような構交はごくまれであるが，古い作
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ペルシア語の後鷹詞一r撮こついて

贔にはしぼしぼ児い鵠される9）。

　さらに，Ezafe－clusterが文の翻言胃｝的要素になっている野禽にも，岡様なことが指摘

される。　　（31）sayyadi　za〈if一肩mithl－ye　qavi　be－d護m　andar　of懐d．（GGI．］1｛一23）

「あるか弱い漁師だが，彼の網に力の強い魚がかかった。」一sayyEdi　zactf「か弱い

漁師」を主題語として，特にとりたてて嘗う必要がないのなら，エザーフェによって，

（31）tmahl．ye　qav1　be－dtiin．e　sayyAdi　zatif　andar　oftad．　と属格構：文になろう。こ

のような見方をすれぽ，48－49頁に保留をつけてあげた文例　（12）dar・e　mir　o　vazlr

osO1憾n一短bi・VaSi1航ma－gard　P三r議man．においても，書き手がくdar－e……〉を語
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ
によって主題的に文頭に掲げたものと解釈すべきである。この文を普通の文に冷すなら，

（12）tplr5－man－e　dar－e　mir　o　vazir　o　soltan　b至一vas鍛at　ma－gard．となるQ形式的

には（12）は，（12）tの前置詞的に用いられたpiraman‘around’の目的語にあたる

語旬〈dar－e……〉が文頭に出た構文とみることができる。しかし（12）においては，

話者の心理からすれぽ「……の門」が主題として強く提示されており，その瞬間から，

piramanはむしろ動詞gagtanと組んで複合動詞「うろつきまわる」の意味に理解さ

れている。もちろん，pirtirnan＜M．P．　p6raman＜＊pari－yaman一が本来乎ま翻詞であ

ることも考慮したい。よって，raの機能を活かして（12）の文を訳ltiすれば，「貴族，

宰相，王侯の門は，紹介状なしにうろつきまわるでない。」となろう。

　以上のように，属格関係にある語群（Ezgfe－cluster）が文の主語，籔的語，あるい

は笛綱相当語句のいずれに該当している場合でも，raは，その語群の修飾語一すな

わち，「所有看」，　または部分に対する「全体」一一を主題的に文頭に出す際に，主題

語に添えて欄いられているのである。従来，raは格表示機能を有したものと考えられ

ているようであるが，このような主題提示の機能は「格」の観点からでは十分に説明し

えないのではなかろうか。

　一般に，「格」について論じる際，古代ペルシア語やギジシア語，ラテン語のような，

名詞の曲融こよって格を明示し得る言語と，中言語や現代英語のような，語順や意味的

な地位によって格が決定される孤立語的言語を同列に取扱うことには多少の問題がある

といえる。

　近世ペルシア語は後者の雷語に属する。ペルシア語は，中期語の段階ですでに，かつ

ての曲用（lnfiection）を喪失してしまって，孤立語的性格を呈するに至：っている。こ

のようなペルシア語にあって，ra（その歴史的背景については　59頁参照）は，格表

示の機能を持つ必然性がない。事実，現代ペルシア語において，raは目的語を示すとい
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われていても，それは必然的なものでなく，癒がなくても文脈上，旨酌語であることが

決定されるのである（一般に掻的語が不定の場合）。

　では，与格表現におけるrをはどうであろうか。『ゴレスターソ』に蘭する限り，文例

（1）～（18）に晃たように，意味上与格となる語句におけるraは，対格語句におけるra

のように，付加されたり，されなかったりするようなことはない。それは，与格的表現

におけるraがその語源的意図合いr～のために，～にとって」を多少とも保持し

ているためとも考えられる。しかしながら，他の作品においては，例えば，つぎのよう

な文例（A・》D）がみられるのである3（A）Omar・短ln　soxaガalab　timad．「オマル

はこのことぽに驚いた。」　（B）Ol：nar　hadis一己“ajab　amad．「オマルはその話には驚い

た。」（c）peigambar．短an　tadbir一理xo諏mad．「予言着には，その方策は気に入っ

た。」　（D）mosa玉mantin　“ajab　amad．「ムスリムたちは驚いた。」

　（A）は従来のraの解釈からすれば，最も妥当な形といえる。（B＞では，しかし，逆に，

本来ならraの付加されるべきOmarに，そのraがみられず，次のhadlsにそれが

付加されている。（c）における5n　tadbir・短の1‘aはなくてもよいところである。また

（D）ではmosalmananにraが骨加される方が，より一般酌な構交といえる（49

頁の例文（14）参照）。

　このような実例に接すると，与格的表現においても必ずしも語が要求されるとは限

らないことがわかる。もっとも，対格の場合に比して，その使用の随意性はより限られ

ているようであるが。

　いま一つ，raには「格」からは説明しがたい使用例がある。それは〃くのような副詞的

表現である。甑b一理「夜間には」；sobh一鞭「朝には」；r＃z－rdiド昼閻は」の如きであ

り，さらに，r2は醐詞（句）にも村爾き得ることは注爵すべきで，§ab的e一短「夜には1

（きabane　xx　adV．‘by　n圭ght，　OVemight，）；飯aXer－e　Sa1・漉　「年末までには」（癒

axer・e　sal＝：‘till　the　end　of　year’）の引きがそれである。§aba織eやta護xer－e＄灘

は，それ自体翻講（旬）であるから，raはなくてもよいわけである。

　このようにバラエティーに寓んだraの使用例一主題提示のra，対格語のra，与

格的下翼の鍛，裂詞（旬）につく瓢一に接すると，語は文のあらゆる要素に骨き

得る得能性があることになり，却って，この小辞は格を表示しているとは言い難くなる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かかり
　由醸孝雄博士が日本語の助詞「は」を絡助詞としてではなく，係助詞として分類したよ

うに，raも，格を表示する後置：詞ではなく，　r賑定」，「抽出」等の機能を持った係助

講的な存在とみなすべきであろう。蕗は文脈によって決定されている格に，何らかの
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　　意味合い　　つまり「限定性」　　を付与しているといえる。それゆえに，やや極論に

　　走るきらいはあるが

　　　　　与格＋ra＝rに」＋rは」一→にをま／対格＋r加「を上卜rは」一→をぽ

　　　　　副詞要素＋癒＝益益（句）＋「は」一・

　　　　　　　e．g．～においては，～までは，～には
　　　　　　　　　　　　　　　　　　齢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　としても，ある分野では，こういつた完全な対鑓：を両言語に指摘することができるので

　　ある。

　　　ところで，こういつたraの，「は」的機能から，当然．考えられるのは，　raが文の主

　　語に付鵜される可能性についてである。厳密に文法的な主語に付されたralO）e＊『ゴレ．

　　スターン』では稀であるが，砦無ではなく，さらに古い作品で’は時々疎い出されるよう

　　である。また，文法的にみて完全に主語と言いきれないにしても，意味上明らかに主語

　　とみなすべき語にraが付されることは，しばしぽ兇られるところである。　（32）agar

　　hosUdan　be－9・arz　g負yand　きotor　a＄t　va　gereft盃r　盃yam，　ke一ブδgam－e．仁axlls－e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
　　man　darad、（GoL　圭一16）「もし私を妬む者らが偽って，〈私が〉酪駝だといって，捕

　　えられでもすれば，一体誰が私を逃がしてやろうと心砕いてくれようか。」　　この文

t　では，動詞dSrad‘he　has’の主語としてのke‘who？’にraが付いているQ　（33）

　　sag至．r認10qmel　hargez　far盃融｛1§／na．gardad，　var　zani　sad　noubat－aきsang、（Goi．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いし　う
　　轍一74）「犬〈というもの〉は決して一口の餌を忘れまい，たとえ汝が彼を籔慶覇ご．∫とう

　　とも。」　　この文の内調faramifg　gagtan　は霞動詞酌表現である　（cf．　faramftS

　kardan，　v．t．‘to　forget’）　カ・ら，　〈loqme－ye　sagi　hargez　far盃mR§na－gardad……〉

　　‘the　bait　of　a　dog　is　never　forgotten・・…・’　i．e．‘the　l）ait　is　never　forgottell

　by　adog……’と解釈するのがより論理的であろうが，話煮の心理としては，あきらか

　　にsa錘を主語としてraによって提幽していることが感知できるのである。（34）to一短

　ke　dast　be－larzad　goharδe　dani　soft．（Gol。貰一9）「手が震えている汝’がだ，　ど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雫

　　うして真珠を貫くことができようか。」一一この文のr5は関係詞節内のdastと関係

　　してdast－e　toのtoを赤頭に出したもの（50頁例交（27）参照）と考え曙）れるが，

　　同特にda顛‘thOU　knowst’の主語でもあろう。

　　　『ゴレスターソ』以外の作1臓から引絹してみると；（35）9貯and　ke　inalek－e臨態一按

　si　sad訟就1顧hit　darad．　「支那の王は360の『諸1翼を領：禽しているということだ。jil＞

　（36）　xrei－raM　pare4　k盃6gez　be－k盃r　d風鐸t．　「そ皮｛・ま紙H・一・をメ朝レ、敦こ。」12）　　（37）　ln　do　kith一ノーdi

　andar　kotobhE．ye　Ba亡正arRiy唾s　mazk＃r　ast．「この．：二つの山はプトレマイオスの書物
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のなかに述べられている。」13）

　以上，raの付加された主語的要素に対する述語動詞は，いずれも純然たる他動調で

はなく自動詞の性格を有したものである。他動詞における主語にraが付加されるか否

かには多少問題が残る。しかしいずれにせよ，主語的要素にraの付き得ることも，い

ままで論じてきたraの機能からすれぽ，容易に首肯することができる。

　これまで，raの現われる種々のケースを取扱ってきたが，そこから導き繊されるra

の共通した機能として，次のことが結論的に言えるであろう。すなわち，raの本質的

機能は，文の種々の要素一厨的語，間接穆的語，主（題）語，副詞（句）一を他と

区別して限定，具体化したり，あるいは主題的，強調的に抽出することである鱒。格表

示でなく，限定表示の機能をraに認めることによって，　raの機能を最も広範囲にわ

たり合理的に説明することができる。

　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　＊

　さて，このようなraの機能と密接に関連することとして，　rtiを添加された語（群）．

の，文中に占める位置に注偉したい。

　一般に，文頭位は文中位や文尾位より，そして文尾位は文中位より重要度が高いとい

える。これまでの引用例からわかる如く，raの付いた語（群）が文頭位を占める傾向

があるが，このような傾向は，「は」酌機能を持つraの性格と大いに関違性がある。　ra

ができるだけ交頭に近づこうとする現象は，逆に言って，raが主題提示の機能を有して

いることの裏付けになるともいえるのである。

　もちろん，〈～ra＞が文中位に来たり，文頭位に次いで重要度の高い文尾位にも澱

かれることは，韻文のみならず，散文においてもしばしぼ見られるところである。

　そこで，次は，細雨召に付されたraをも，その文中における語順とともに，検討し

てみることとしたいQ

　『ゴレスターン虜では，癒はできるだけ文頭に灘づこうとする傾向を翻せている。例

えばyald　az　molitk一短に対してy諏至・痂az　molttkや，三文のように関係詞ではな

くその先行詞にraが付繍される現象において，そうである。　　（38）頷一編ke　to

rakbarl　koni　gom　na－Ysavad．　（Gol．）　‘One　whom　thou　guidest，　does　not　go

astray．’一このようにi照門格に立つ関係詞の先行詞が主：文の主語になっている場合，

その先行詞にraを付煽するのは現代藷においても，ごくふつうにみられる。

　英語のく目的語一｝≡1的補語〉は，O．∫espersenの爾語を借りれば，　Nexus関係一

主語と述語の関係一一一にあるわけであるが，こういつた構文における9的語に癒が要求
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されるのは，主題提示の機能をもつ癒からすれぽ，けだし当然のことである。　（39）

va　hi6　kas一短bar　zamin　pedar－e　xod　ma－xAnid．（マタイ伝23－9）「また地上の

誰をも自分の：父と呼んではならない。」　（40）ta幅ngarzade一プ4　dldam　bar　sar－e

郎r．e　pedar　ne§aste，（Go1．　W－18）「金持の魍、子が：父の墓の縁に坐っているのを私

は兇た。」一一同様に，　（41）zalemi－rδxofte　dldam．（Goi．1　一12）「ある暴霜が

眠っているのを見た。」一一この文を　（41）’zalem－e　xofte－i一プσdidam．として，　こ

の両交の差異を英訳によって示すなら，前者（41）は‘Isaw　a　certain　tyrant　sleep・

ing。’であり，後者（41）’は‘I　saw　a　sleeping　tyrant．’である。　（41）では，　ra

はzalemiを主題的にとりだしているため，それだけzalemlと　xofte‘slept’との

間に，主語一述語の関係がより強く感じられる。　（42）qazi－ye　Hamadan一短hekayat

konand　ke　b互naclband－e　pesari　sarxo§bttd……（GoL　IX「　一7）「ハマダーンの法官

が若い蹄鉄師に迷い・…・・ということだ。」一一keを関係詞‘who’にとれぽ，この文

は‘They　tell　of　a　judge　in　H：amadan，　who　was……’であろうが，　keを接続詞

‘that’とすれば，　ke一節（that一節）内の主譲がraによって文頭に掲げられた構台

とも解釈できる。‘They　te11（i．e．　it　is　said）that　a　certain　judge　of　Mamadan

was……’ ﾅある。このような構文は『ゴレスターソ』の物語（hekayat）を導入する

際に，よく用いられている。次の第一章，第一話の欝頭の文もこれに類する構文である。

（43）P認e語hi一瞥9enidam　be－kogtan－e　aslri　e§arat　kard．「ある王が捕虜を処刑す

るように命じたということである。」

　また，次の例文の如く，接続詞な越えて交頭に隔る贈点語には提示酌な語調が強く感

じられる。　（44）Odb－e£arザ4さonanke　xahi　pld／na．5avad　xo§k　joz　be盃te§rast．

（Gol．　W－10）r生木は，思いのままに曲げることができようが，乾けば火でなければ

矯めることはできまい。」

　このように，鋤結語に付されたraにも，その出頭という語順と高台って，やはり主

題提示への鋤きが感知せられる。

　　　　　　　　　　　　；ic　　　　　　　　　　　　寧　　　　　　　　　　　　＊

　これまで引用した例文は，主として『ゴレスターソ』（13世紀）からであったが，現代

語では，raはどのように機能しているのであろうか。獄を現代誌に転じて，　raを検討

してみることとしよう。

　現代ペルシア諮の文章語からは，瓶はもつぼら対格語に付いて，この小辞の機能が

単に対格表示にすぎないような印象を与える。例えばイランの小学校教本六冊に，対格
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語以外の語に付加されたraの用例を求めたが，私の隅にとまった限りでは，ほんの数

例にすぎなかった15）（詩文は除く）。もちろん，現代語においても詩文や文語調の文章

には，つまり文体的には，与格的表現として語が用いられることはいうまでもない。

　それでは，文章語に対して話し言葉においてはどうだろうか。リンガフォンの会話テ

キストを資料に，注欝すべきraの使用例を引用してみよう。　（45）……，6an　dar

bahar　ahttha・ra勘estan－ancl．「春には，カモシカはみごもっているから。」一ahひ

　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　の　　　の　　　の
四一漉のraには，　「カモシカはといえぽ……」といった，他と区別して「カモシカ」

を特記しようとする＝ユアソスが感じられる。　（46）mabaqi－ra　xoda　karlm　ast．

r〈ほかにも多くのことがあるが，これらのことが大切です〉ほかのことは神が寛大で

ある（→何とかなる）。」（〈　〉内は筆煮による：文脈の解説。以下同様。）

　次のような文例では，目的語についた晦は，単なる対格表添というよりは，「は」的

意味合いを感じさせる。　（47）baqiザ認x◎（1－at　behtar　mi－d盃nl．「〈召使に昼食：にな

にを直るか尋ねられた主人がいくつか食物名をあげてから〉あとは書のほうがよく知っ

ている。」　（48）in　gard一図，　vaq縫manzel　rasldid，　tOye　yek　estekan－e　2b－e

garm　be－rizld，　meil　bQ－konid．「この薬は，家に帰ったら，湯の入ったコップに注い

で，飲んで下さい。」　（49）S盃h漁me－r4　Ferdousl　nevegte　ast．「『王土』はフェル

ドウシーが書いた。」一これらのr烈ま，いずれも対格語に付されたものであるが，と

りわけ主語や接続詞を超えて文頭位を占めている点において，提示性を強くあらわして

いるといえる。従って，摂本藷訳でも「を」よりは「は」の方が語感に，よりょく倉致

するところである。

　次は，以下のような副詞表翼に見られるraについて考えてみよう。　（50）6“n　bande

emraz一短6andan　kari　na・daram，　ba　ham　pi顕de　mi－ravlm．「私は今葺iはあまり忙

しくないので，一緒に散歩に出かけましよう。」　（51）……va1Hn　yekI　do沁z．r4

kami　dar　xorak　mov5zebat　bo－konld．　r〈あすになればすっかり体具合がよくなる

でしょう〉でも，ここ一盛陰は食物に少し気をつけて下さい。」　　（52）e搬§ab一荒

hamlnj5，　xane－ye　Soma　ml－manain．「今夜は，このあなたの家にとまりましょう。」

　文脈からして，（5ののem癒z一調では，「ふだんは（多分）忙しいが，今鷺のとこ

ろは，今臼一杯は」であり，次の（51）の例ではrそれ以後／ま気をつけるに及ばないが，

この一両日中は」の気持であり，また（52）のem§ab一短は「あす以後のことはともか

くも，今夜のところは」であって，いずれの場合も，そこに抽心的，排他帥ユユアソス

を感知することができる。そしてそれは，日本語の「は」に語感の上でも正しく含致して
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いるのである。

　國みに，期間を表わす語に癒の付く表現に対して，幽閉の文法書は次の如き説明を

している：9ab（一ra）‘at　night’一raカミあれぽ「夜間ずっと（WhOle　night）」，瓢

がなければ「門閥のあるときお

　顛の抽跡約，排他的機能からすれば，「夜」という期間を抽出して，他を（濤中を）

排することになり，必然的に夜の期闘全体を示すことになる。また，文によっては，同

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
様の表現でも，raが期間三体を蓑わすというよりも，むしろ対比的に，ある時期をと

りだして表わしているような例を見受ける16）が，これなども臼本語の「は」を考えれば，

うなずける用法ということができる。

　このように，現代語においても，話し言葉の世界では，癒が「は」の機能を十分発揮

していることが今や瞬らかとなった。現代語で，例えば教科書の文のように論理を前薗

にうちだし，考え込んだ文章からは，上に挙げたような瓶の使用例を見い出すことは

困難であるが，それも今まで見てきたように，微妙な＝　＝一アソスを付与するraの特性

からすれぽ，畿然のことに属する。G．　Lazardは，　「raが子音で終わる語に付くと

き，その子音rを失うのがふつうである，　ex．　ketab一毎　xandam＞ketab－o／一e／一e

xundam．」と言っている17）。　Lazardが指摘しているように噸がその子音を失って

。，e，あるいはeの形になると，ペルシア語の正書法からでは，それを明示しがたくな

る。視覚的に書かれたペルシア語に接する場合よりも，聴覚的に話し言葉に接する場合

の方が，短母音の形をとっている癒を捉え得る可能性が大になるとも考えられる。瓶

が，／e／のような形で，軽く定冠詞的に用いられていることも推察できる。

　　　　　　　　　　　　巧；　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　寧

　最後に，小辞raの変遷過程を歴史爵Ciに退り，上来明らかにしてきたその特性との関

係に少しく考察を纐えてみょう。

　臓はO．P．賊diy「のために（o｝／account　of）」，　M．P．　rad（ray）「のために（in

behalf　of）」の新しい形である。0，P．　radiyはrad一の処格で，属格を支配する後置

詞として用いられ，avah）Taradly「このために」の如き結台形でよくあらわれる18）。ま

た中期ペルシア語では，0．P．の意味を継承したim　6im薙d「このたぬに」，醗rad

r何のために」などの表現に箆られるほか，さらに，96b概kik《ma1｝癒d　asp　z奄n

s詑畿tAi　man蓉avam・・一》（Ayy試簸r－i　Zar邑ran）r彼は下った『私のために馬に鞍

を付けよ，出発できるように毒と」における如く，ethical　dati▽e約ニュアンスをより

強く感じさせるr盃dの嗣例も見られる。こういつた毎dが後の癒における種々の与
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格表現の出発点になっていることは言うまでもない。さて，このような歴史酌背景をも

つraに，本論文が指摘してきた限定化機能が何時，如何にして生じたのであろうか。

〈～のために一〉～にとって一一〉～には一→～は〉といった〈始原酌意味一一→与・

格的表現一嚇限定機能〉の発展過程が意味的に一応考えられるが，こういつた変遷の時

期をどこに設定すべきか。近世ペルシア語（N．P．）の段階では，その当初から与格語よ

りも対格語に語がより多く付されている言語事実から，その初期においてすでに，癒

の限定機能が十分確立していたとみなすべきであろう。従って，限定機能への発展過程

を，時代的にさかのぼらせて，M．P．期に設定するのが妥当である。現に，　M．P．にお

いて，rAdが対格語に添加されることも，ある程度指摘されるところであり，また作撮

によっては，本論文で取扱った文頭に主題語を叢り出すraの機能がradにも認められ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　
る19）という。このようにMP．の段階で，すでにradの限定機能の芽ばえが窺えるこ

とも事実のようである一一もっとも，この小辞の始原約意味から限定機能発生に至る過

程を解萌するには，例え一ぽ，radをもたない二重主語酌構交19）とradをもつ二重主語

的構文との関係如何というような，困難な課題が横たわっているが一一。しかしいずれ

にせよ，N．P．期においては，すなわちraの駁階においては，この小辞に限定機能の

存すること，またそれが蜷の本質的機能であることには，異論の余地がないのではな

かろうか。

　近世ペルシア語では，魚の語源的意味は，それ自体に縁を勉蔵している二合前置

詞ba－ray－eや単一前田詞az，あるいはaz　bahr－eなどの前動詞旬によって表現される

ようになり，また与格はbe，ba等の前野詞によってより明磁iに表現されるようになっ

たために，相対的に，瞬格語に付く蛮がますます優勢となり，今日では単なる対格表

示とさえ見倣されるに至っている（例えば，文脈を明らかにするために付撫されるra）。

もちろん，今日でも話し葭葉においては，癒が「は」的機能を銀持していることはす

でに指摘した通りである。

　　　　　　　　　　　　｝曇；　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　寧

　蕗の機密を格表示ではなく限定表示とすることは，その機能上，；ヨ本語の係助詞「は」

をraに対置させうることになるが，その結果として，我々が「を」意識をもって接し

てきた小辞鍛に鰐して，新たに「は」意識をも持ち込むことになる。「は」意識を導

入することによって，「を」（または「に」）意識をもってしては律しされなかったraに

対して，より合理約な解釈が可能になると思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　バイト
　最後に，motaqarebの詩文一句を草して論旨を要約し，本論交の結びとしたい。
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mar　in－ra　be－gityam　be－payan　ke　〈r5＞

be－maく捻i－ye琶n　＜w義＞　st甑p種ne－r盃20）

（筆者は京都大学大掌院学生）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註

1）窪ゴレスターン』の第一章「ヨ三潔の行状」に出るすべてのraを検出して，その与一対格の比

　率を求めたところ，与格＝対絡＝102：81≒5：4となった。この比率は全体的にみてもあまり

　変らないようである。

2）ペルシア語原文の転写には，音韻転写の立場を採ったが，ε，ε，」，はそれぞれ，竃，qで写した◎

　なお，乙＝」，cS・＝i，yとするQ愚音は現代標準語のそれに従った。

3）GoL＝Goles嶽n。テキストはモ・・マッド・アリ・フォルーギー氏校訂のテヘラン版を使用。

　ローマ数字は章を，アラビア数字は物語を示す。ただし，物語の番滞は，大体の引用個研を
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘカ　ヤツト
　示すために本論文の筆者が便宜鰍こ付したものである。

4）porsidanはbeでなくazを要求する。
5）　「～のために」はba癒ye，　az，　az　bahr－e等によって表出されている。

6）　Neupersische　Grammatik，】ヨ［eiclelberg　1931，　S．222。

7）在日イラン人に，「象は鼻が長い」にあたるペルシア語を求めたところ，fir－rdi　xortam　deraz

　asしと，期待通りの文が得られた。

8）harvaqt臆rさei搬r－a§sangln　b29ad．「蟻は，署∫物が重くなるといつも……」／Misisipi

　tal－a9　az　hame　bi§tar　a＄軌「ミシシッピ河は長さが最大である。」／lrAniha　taqrlban　tamEm－

　egan　kolah　sar　mi－gozfirand．「イラン入は，そのほとんどすべてが囎子をかぶっている．」

一　／MahmUd　kettib・誘gom蓉od．「マハムードは，本がなくなった一〉マハムードの本がなくな

　つた。」また，次のような慣用的表環が数多く見い出されるが，これら一連の表現の文頭に，名

　詞を主題凶に置けば，ただちにその名詞は二璽主語の第一主語としての資格を得るであろう

　（cf．　Nominativus　Pendens）。　dast・誘kaj　ast．「手がまがっている一〉手くせがわるい。」

　／xtib－ag　sangln　ast．「眠りが深い。」／del・ag　b5z　god．「心が醐いた一〉ほっとしたQ」／del－

　ag　tang　ast．「心が窮屈だ一ふさぎこんでいる。」，　etc．

9）hiδxalq－r5」蚕n　na－gerefti．「いかなる人民の命をも……」／ta　to－rdi　j翻bar　daram・「汝

　を，その命を一〉汝の命を……」／‘a痴s・e醸n一日面§izeg1　be－bordi．「／皮らの花嫁の純潔を…

　…」

10）　P．ffol‘n：Grundriss　der　neupersischen　Etymologie，　Strassburg　1893，　S．134は「その

　本来の意味〈～のために，～に関しては〉から，主格にrAがっくことが説明される」と

　言っている。しかし，一般には，この種のraにまで論及するのは稀れである。　W．　Lentz：

　1）as　Neupersische　（Kandbuch　der　Orientaristik＝Iranistik－Linguistik，　Leiden　1958融『

　収），S．202にしても藤の機能に論及して「ぜaをつけられているもの（語や語群）の内容を
　　り　　　ゆ　　　　

　限定化する場合がしばしば一といっても常時とは限らないが一ある。そうした場合は，“…

　…についていえば”という，この接辞のもつ本来の意味の弱まったものと考えられているが，

　そうではなくて，それを（取り出して）呉象化したものである」といい，例文をあげて説明し

　ているが，主格主語に付されたrEには，言及していないQ

ll）　　Hod嚢d－ol一‘alam．
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12）　Tarii　一e　Tabari．

i3）　Ho磁d・o玉一‘置1ain．

14）註10のW．Lentz：loc．　cit．参照。

15）　ma－ra一　be－baxg　ke　r“zi　to－rdi　be－kSr　fiyam／r“y－e　danehE－rd　mlise　r’ixtand．，　ba‘d　bfi

　　Abpag　goldfinhE・rd　ab　dtidancl．また，次のような，いわば化石化した語句にraの始原的意

　　味が窺われる；ba・rdy－e‘fer’／さe・而tfor　what，　why，／z1罐（一ke）（〈az－in－rd（一ke））

　　‘because’／xodti－ra一　‘for　God’s　sake’／qazE－rdi　‘by　chance’，etc．

16）　bamd譲d　be－90di……va§ab－rdi臆z　5mad至（Ttirix・e　Tabari）において，甑b－rdiはbam慮d

　　．「朝」と対比して用いられている。また目的語の場合でも，それが不定であっても対比的に用い．

　　　られた場合，raをとるようである：se　nafar・rdi　tanEb　VandExtand　va　do　nafar－rd　garda「i

　　zadand．「三入は絞首荊にして，二人は打ち菖にした。」

17）　Grammaire　du　Persan　Contemporain，　Paris　1957，　p．14．

18）　0．P、に関してはR．　Kent：Old　Persian，　New　Haven　1953を．参照した。

19）傍藤義教教授による。

20）「斯くとし述べん論末に，すなわちrllは，そのいわれ，目本語にては「は」なり，と。」
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